
平成２５年度学芸員資格認定試験問題 

 

 

博 物 館 教 育 論 
 

 

（解答はすべて解答用紙に記入し、この問題用紙に記入しないこと） 

 

 

１．次に掲げる博物館教育関係法規類等の①～⑩の（  ）について、下の  の中から最

も適切な語句を選び、文を完成させなさい。解答欄にはその記号を記しなさい。       

                           （各２点） 

社会教育法（昭和２４年６月１０日法律第２０７号） 

（社会教育の定義） 

第２条 この法律で「社会教育」とは、学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）に基

き、学校の（ ① ）として行われる（ ② ）を除き、主として青少年及び成人に対

して行われる（ ③ ）的な教育活動（体育及びレクリエーションの活動を含む。）を

いう。 

 

（図書館及び博物館） 

第９条 図書館及び博物館は、（ ④ ）のための（ ⑤ ）とする。 

２    図書館及び博物館に関し必要な事項は、別に法律をもって定める。 

 

博物館法（昭和２６年１２月１日法律第２８５号） 

（博物館の事業） 

第３条 博物館は、前条第一項に規定する目的を達成するため、おおむね左に掲げる事業

を行う。 

十一 学校、図書館、研究所、公民館等の（ ⑥ ）、学術又は（ ⑦ ）に関する諸施    

設と（ ⑧ ）し、その活動を援助すること。  

２ 博物館は、その事業を行うに当つては、土地の事情を考慮し、国民の実生活の向上に資

し、更に（ ⑨ ）を援助し得るようにも留意しなければならない。 

 

学習指導要領（平成２０年３月２８日公示） 

（総合的な学習の時間） 

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い                                                         

２ 第２の内容の取扱いについては、次の事項に配慮するものとする。                           

（６）学校図書館の活用、他の学校との連携、公民館、図書館、博物館等の社会教育施設



や社会教育関係団体等の各種団体との（ ⑩ ）、地域の教材や学習環境の積極的な活用

などの工夫を行うこと。 

  

 

 

 

 

 

２．次の（Ａ）～（Ｃ）の文章のうち、それぞれ正しいものの記号１つを選びなさい。 

（各２点） 

（Ａ） 

① アメリカ、サンフランシスコの「エクスプロラトリアム（Exploratorium）は、ハンズ

オン展示やクックブックの提案など教育活動に積極的である。 

② 東京国立博物館は、展示場の静寂を保つためギャラリートークは行っていない。 

③ 国立西洋美術館の初代館長の棚橋源太郎は教育活動に熱心であった。 

 

（Ｂ） 

① アメリカの哲学者、教育学者ジョン・デューイ（John Dewey）は、発見学習の提唱者

として著名である。 

② アメリカの哲学者、教育学者ジョン・デューイ（John Dewey）は、経験主義や問題解

決学習の提唱者として著名である。 

③ アメリカの哲学者、教育学者ジョン・デューイ（John Dewey）は、範例教授法の提唱

者として著名である。 

 

（Ｃ） 

① 国立科学博物館は、東京高等師範学校の附属施設であった時もあるなど、教育博物館

としての位置づけがあった。 

② 国立科学博物館は、東京大学教育学部の附属施設であった。 

③ 国立科学博物館は、旧帝国大学共通の附属施設であったため、附属小学校との関係が

深かった。 

 

 

３．下記の文を読み、正しいものに○、正しくないものに×を記入しなさい。 

     （各２点） 

（１）中学校学習指導要領の理科では、博物館や科学学習センターなどと積極的に連携、

協力を図る配慮を求めている。 

ア連携    イ組織    ウ協力    エ機関    オ学校教育   

カ生涯学習  キ社会教育  ク教育課程  ケ教育活動  コ教育 

サ文化    シ学習 



 

（２）平成 8年 4月 24日生涯学習審議会答申「地域における生涯学習機会の充実方策につ

いて」において、大学博物館の整備の記述がある。 

 

（３）昭和 30 年度以降 3 年から 5 年ごと。昭和 50 年度から 3 年ごとに実施されている文

部科学省の社会教育調査において、博物館における事業実施状況では、『学級・講座』

についての調査項目がある。 

 

（４）現在、都道府県の教育長を任命するためには、事前に文部科学大臣の承認が必要で

ある。 

 

（５）日本の近代教育創始期、「学制」が明治 3年に発布された。 

 

（６）ボーイスカウトの発祥の国であるアメリカは、現在でも博物館の野外における教育

活動で連携を深めるワークショップが盛んである。 

 

（７）新しい時代の博物館制度の在り方について（平成１９年６月）において、「博物館の

望ましい姿」が提示する３点として①経営（マネージメント）②資料（コレクション）

③交流（コミュニケーション）を取り上げている。 

 

 

４．博物館が学校向けに行っている教育サービスについて博物館での具体例を３つ以上取

り上げて説明し、その成果と課題について自分の考えを４００字以内で述べなさい。 

（３０点） 

 

 

５．博物館の教育活動を実施する時に留意すべき利用者の情報について４００字以内で具

体的に説明しなさい。（３０点） 

 


